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議案第２号　２０23年度事業計画（案）
全体活動事業
　設立から２8年目を迎えた当会の2022年度事業は、残念ながら新型コロナウイルスの影響で思うような成果は上げられなかったが、2023年度は一日も早くコロナが終息することを願い、他団体との連携と協働の強化、とりわけ域内においての「スポーツクラブ２１ゆずり葉」、「域内各学校」、「逆瀬台小学校ＰＴＡ」、「民生委員・児童委員」などと多様化した協働の場を拡げる。１1自治会・3管理組合を中核とした議決機関である役員会と、執行機関である事務局、活動支援局による２局体制を効果的に機能させ、当地域が一体となり、「まちづくり計画」による当地域の課題解決を図りながら、地域コミュニティの創造を推進していく。活動についてはマスク着用、手の消毒、検温を行い、会議室キャパの半分の人数で行なう。

　(1) ２０２3年４月16(日)に、総会に代わる「２０23年度定時役員会」を書面表決で行う。
役員会は、原則毎月開催の５役会による役員会資料の検討と配付、偶数月の第１日曜日午前１０時から役員会の開催を基本とする。（参考資料Ｐ　　の「役員会」の年間日程表を参照）。
なお、今年度は役員会議を原則リモート化する方向で検討する。（5役会議は既に実施中）
　(2)「宝塚市まちづくり協議会代表者交流会」は、会長の石谷が出席する。
　(3) 「宝塚市立逆瀬台小学校及び県立宝塚高等学校」に、学校運営協議会が組織されたため、
地域として各学校を支援し、協働して運営を行なう。
　(4)「地域ごとのまちづくり計画」は、当地域をより良い地域にするために体制を整え、継続的なフォロー体制を強化し、課題解決に努める。（参考資料Ｐ　～　　の「地域ごとのまちづくり計画」を参照）。今年度は、「防災」、「防犯」、「見守り」「まち、公園、川の美化」を重点的に話し合う。
事務局活動事業
　(1) 広報委員
　　　　地域自治を担うためには、情報伝達・共有活動が非常に大切である。情報の受・発信に努力し、住民にオープンな情報の伝達を図る。
1  広報紙「ゆずり葉だより」の発行：年４回、Ｂ４版４面、カラー印刷で行う。
　　　　　参考資料Ｐ11の配付年間日程表により各団体に広報紙を配付する。
② ポータルサイトの更新：https://takarazuka-community.jp/list/yuzuriha10/
　 ホームページの更新：http://yzrh.exblogjp/
　 ＨＰ掲示板の更新：http://8507.teacup.com/yuzuriha/bbs
　 ブログの更新：http://www.hnpo.comsapo.net/yuzuriha/
③ Ｅメール：yuzurihacom@a.zaq.jp
　(2) 書記委員
　　　役員会の議事録を速やかに作成する。併せてブログ作成。ブログは紙ベースと違い情報量の制限もなく、多量でスピーディに配信できる。アップデートして情報のオープン化と、資料保存の確保を図る。―10－


　　　　　　　　　　　　　　　　　
(3) 経理業務
出納・予算収支管理の他、補助金管理を行う為、通帳管理を行なう。
　(4) 施設業務
　　　コミュニティルーム等の運営業務を行ない、使用日の受付、使用料の徴収、鍵の管理等行なう。
活動支援局活動事業
　(1) 地域交流事業
　　　① 自治会や老人会、福祉委員など活発な事業を行い、文化の高いまちづくりを形成する。
　　　②「白瀬川両岸集合住宅協議会」は、ゆずり葉コミュニティ役員会終了後に代議員が集まり、コミュニケーション会議を行う。
　(2) 子どもの健全育成・三世代交流事業
　　　子ども・親・高齢者の異世代ふれあいを通して連帯意識を醸成する。野外で三世代のふれあい事業を実施し、子どもたちの健全育成を図る。
　(3) 防災・防犯推進事業
　　　災害の未然防止に、防災訓練の参加や防災意識の高揚を図る。（ワークショップ・出前講座）
　　　児童の登校時、下校時に時間を合わせての散歩や植木の手入れなど、児童の見守りを行う。
　　　高齢者を狙った詐欺防止等、防犯関連の注意を喚起する。
　(4) 環境美化推進事業
　　 「まちをきれいに」を合言葉に、里山や公園・白瀬川他のクリーンハイキング、清掃活動を行
う。町や公園に花を植え、美化に努める。
 (5) 健康福祉ネットワーク事業
　　　高齢者福祉、子育て支援、特に一人暮らしの高齢者の日常的な見守り活動や、災害時の救助活動「災害時要援護者支援制度」の取り組みと福祉ネットワーク事業を展開し、各地域のサロンや自治会イベント活動等を積極的に支援し、誰もが参加できる「居場所づくり」を促進する。
　(6) エイジフレンドリーシティに向けて地域活動活性化への取り組み
　　　超高齢化が進み、急坂の多いベットタウンである当地は、高齢者にやさしいまちづくりを目指して、地域の公園、花壇、裏山についてロードマップの利活用を図り、あらゆる世代が「お互いさまがあふれるまちづくり」への実践活動を行う。

　(7) 安全・安心のまちづくり
　　　子どもから、高齢者までが、安全・安心して暮らせるまちづくりを目指す。

　(8) オンライン事業化
　　　役員会及び５役会をｚｏｏｍ等の機能を取り入れ、会議等の効率化を図る。
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議案第３号　2023年度会計予算(案)
収 入 の 部
（２０２3年4月1日～２０２4年3月３１日）
２０２3年度　会計収支予算書(案)

単位：円


	項　　　　　　目
	金　　　額
	摘                  要

	前年度繰越金
	14,583
	２０22年度からの繰越

	市の補助金(1)
	    556,000
	補助金交付要綱第５条1・2・3号

	社協の助成金(1)
	    201,000
	福祉コミュニティ支援事業ステップアップ・重点

	社協の助成金(2)
	      40,000
	ふれあいいきいきサロン「ゆずり葉シニアサロン」

	協　賛　金
	    109,390
	＠３０円／戸

	広 告 収 入
	   160,000
	「ゆずり葉だより」広告料

	雑　収　入
	            2
	ゆうちょ銀行普通預金利息

	　　　合　　　　計
	  1,080,975



	











支 出 の 部




	項　　　　　　目
	金　　　額
	摘                  要

	活　動　費
	    281,000
	組織運営、地域課題事業

	広報紙・ホームページ事業費
	    332,940
	広報紙年4回発行

	市の補助金(2)
	    170,000
	補助金交付要綱第５条４号

	社協の助成金(1)
	  201,000
	福祉コミュニティ支援事業ステップアップ活動

	社協の助成金(2)
	      40,000
	ふれあいいきいきサロン「ゆずり葉シニアサロン」

	会議室等使用料
	     　　0
	コミュニティルーム使用料他

	プリント・コピー・文具代
	     　　　0
	事務用品、コピー、通信費

	社協会費
	3,000
	社協会費

	予　備　費
	      53,035
	

	　　　合　　　　計
	1,080,975
	












	拠点施設運営協力金
	2022年度残
	　 収　　入
	　 支　　出
	20２3年度残

	　　　２０２3年度
	570,813
	30,004
	50,000  
	550,817 


2023年度特別会計(案)


拠点施設運営協力積立金特別会計（案）

                                            
                                                       2023年4月1日～2024年3月３１日
単位：円
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◆　２０22年度議決点数表
　Ｐ―16　別表Ⅱ（第６条関係）を参照


◆ 「役員会」の年間日程表
　　場　所：ゆずり葉コミュニティルーム（三蜜を避ける必要がある場合は、グリーンハイツ）
（状況により、会場を変更するか、書面表決とする場合があります。）
　　　　　定時役員会　　　２０２3年４月16日（日）　（総会に替わる書面表決により採決。）
　　　　　６月度役員会　　　　〃　　６月　4日（日）　１０：００～１２：００
　　　　　８月度役員会　　　　〃　　８月　6日（日）　１０：００～１２：００
　　　　　１０月度役員会　　　〃　１０月　1日（日）　１０：００～１２：００
　　　　　１２月度役員会　　　〃　１２月　3日（日）　１０：００～１２：００
　　　　　２月度役員会　　２０２4年２月　4日（日）　１０：００～１２：００
　　　　　定時役員会　　　　　〃　　４月14日（日）　１０：００～１２：００　（総会に替わる）

◆ 「ゆずり葉だより」の配布年間日程表
2022年は、コロナの影響で、引き取り場所を変更しています。今後、コロナが終息した場合「ゆずり葉コミュニティルーム」において、各自治会の担当者が引き取りをお願いします。（今後も、引き取り日時・場所変更の場合は、その都度連絡させて頂きます。）
　　　　　２０２3年６月２1日（水）　１2：００～
　　　　　　　〃　　９月２0日（水）　１2：００～
　　　　　　　〃　１２月２0日（水）　１2：００～
　　　　　２０２4年３月２1日（木）　１2：００～（３月20日（水）が祝日の為）
（なお、マンション群については、今後もグリーンハイツ管理棟にて配付いたします。）
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逆瀬台小学校区まちづくり協議会会則 

（名　称）
第1条 　本会は、「逆瀬台小学校区まちづくり協議会」と称し、通称を「ゆずり葉コミュニティ」と云う。
（会　員）
第２条　本会の会員は、逆瀬台小学校区に居住する住民とする。
（事務所）
第３条　本会の事務所は、逆瀬台小学校北館「ゆずり葉コミュニティルーム準備室」内に置く。
（目的と活動）
第４条　地域住民参加による地域文化の創造・生涯学習・健康福祉の増進・自然保護・生活環境の向上等を目的とする地域活動を支援し、住民相互の交流を図ると共に「健康で心豊かな生活、住みよいまちづくり」を目指して活動する。
（役　員）
第５条
１　役員は、別表Ⅰのとおり選任する。
２　役員の任期は４月１日から翌年３月３１日までの１年とする。 ただし、再任を妨げない。
３　役員に欠員が生じたときは、速やかに役員を選任し、就任した役員の任期は前任者の残任期間とする。
（役員会）
第６条
１　役員会は役員で構成し、必要のつど開催して、次の事項を審議し決定する。
　　①　会則の制定及び改廃に関すること。
　　②　会長、事務局長、活動支援局長及び監査役員並びに委員の選任に関すること。
　　③　事業報告及び決算報告に関すること。
④　事業計画及び予算に関すること。
⑤　逆瀬台小学校区における「まちづくり」に関すること。
⑥　その他本会の運営に関すること。
２　役員会は、会長が招集し、構成員の半数以上の出席（委任状を含む）をもって成立する。
３　役員会の議事は、全員の合意による決定を原則とし、全員の合意に至らない
ときは、別表Ⅱの議決点数により賛否を決する。
４　年度当初（４月）の役員会は定時役員会とし、１項②号、③号及び④号は必定議案とし審議決定する。
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５　定時役員会の議案は、事務局長が会長、活動支援局長と協議して作成し提出する。
ただし、事業報告書、決算報告書は、前年度の会長、事務局長、活動支援局長が作成し提出する。
６　役員会の議長は、会長がこれを行う。
（会　長）
第７条　会長は本会を代表し会務を総括すると共に、対外業務を行う。
（事務局）
第８条
　　　構　　成　　員数　　　        担　　当　　業　　務
　　事務局長　　　１名　事務局を総括し会長を補佐する。
　　広報委員　　　２名　広報紙の発行及びＩＴの活用による情報・宣伝業務を行
　　　　　　　　　　　　う。
　　書記委員　　　２名　書記業務及び庶務業務を行う。
　　経理委員　　　１名　経理業務を行う。
　　専任経理委員　　―　必要に応じ、特定事業の経理業務を行う。
　　施設委員　　　１名　逆瀬台小学校及び逆瀬台デイサービスセンター内の本会
　 の関係施設及び備品の管理業務を行う。
（活動支援局）
第９条
　　 構　　　成　 員数　　　        担　　当　　業　　務
　　活動支援局長　１名　活動支援局を総括し、会長を補佐する。域内個人・活動
団体の登録申請の受付、審査及び許可業務並びに登録団
体・個人との連携、調整、支援に係る業務を行う。
　　活動支援局委員 １０名以下  活動支援局長の補佐業務を行う。
（会計監査）
第10条
　　 構　　　成　 員数　　　        担　　当　　業　　務
　　監査役員　　　１名　経理処理の監査業務を行う。
　　監査委員　　　１名　監査役員の補佐業務を行う。
（活動資金）
第11条　本会の活動資金は、助成金・協賛金・事業活動による収益金等を充てる。
（会計年度）
第12条　本会の会計年度は、毎年４月１日に始まり翌年の３月３１日に終わる。

付　　則
　　１　この会則は、平成２０年４月１日から施行する。
２ 「ゆずり葉コミュニティ会則」は、平成２０年３月末日をもって廃止する。
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別表Ⅰ（第５条関係）
　　自治会及びマンション管理組合　　　 役 員 数(名)
逆瀬台自治会　　　　　　　　　　　　　　　 ２
光ガ丘自治会　　　　　　　　　　　　　　　 ２
阪急逆瀬台アヴェルデ自治会　　　　　　　　 ２
逆瀬川グリーンハイツ自治会　　　　　　　　 ２
阪急青葉台自治会          　　　　　　　　 1
逆瀬川マンション自治会　　　　　　　　　　　1
宝梅園団地自治会　　　　　　　　　　　　　 １
宝塚西山住宅自治会　　　　　　　　　　　　 １
ゆずり葉台自治会　　　　　　　　　　　　　 １
阪急逆瀬台マンション自治会　　　　　　　　 １
逆瀬台２丁目自治会　　　　　　　　　　　　 １
逆瀬川パークマンション自治会　　　　　　　 １
逆瀬台住宅管理組合　　　　　　　　　　　　 １
シャンティー逆瀬川管理組合　　　　　　　　 １
　　　　　　合　　　　　計　　　　　　　　１8
備考　役員数は、３０１戸数以上２名、３００戸数以下１名、
の基準により算定する。

別表Ⅱ（第６条関係）（下記総戸数は、令和4年度申告戸数）
　　自治会及びマンション管理組合　　　　総戸数 ／ 議決点数
逆瀬台自治会　　　　　　　　　　　　　　　 822 ／ 820
　　　光ガ丘自治会　　　　　　　　　　　　　　 　437 ／ 430
阪急逆瀬台アヴェルデ自治会　　　　　　　　 453 ／ 450
　　　逆瀬川グリーンハイツ自治会 　　　　　 　 　323 ／ 320
　　　阪急青葉台自治会          　　　　　　　　 295 ／ 290
逆瀬川マンション自治会　　　　　　　　　　 150 ／ 150
宝梅園団地自治会　　　　　　　　　　　　　 161 ／ 160
宝塚西山住宅自治会　　　　　　　　　　　   100 ／ 100
ゆずり葉台自治会          　　　　　　     88 ／　80
　　　阪急逆瀬台マンション自治会　　　　　　　   ８３ ／ ８0
　　　逆瀬台２丁目自治会　　　　  　　　　　　　 ８2 ／  ８0
　　　逆瀬川パークマンション自治会　　　　　　  151 ／ 150
逆瀬台住宅管理組合　                      120 ／ 120
シャンティー逆瀬川管理組合　　　　　　　    48 ／ 40
　　　　　　　　 合　　　　　計 　　　　　　　３,313／ ３,270
備考　１　議決点数は、該当地区の総戸数とし、毎年４月に至近の
調査戸数を申告する。
２　１０戸未満は切り下げとする。
３　協賛金は、3,313世帯×30円+エデンの園10,000円＝109,390円
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　       「逆瀬台小学校区まちづくり協議会」会則の基本方針

(1) 地方分権が進み「宝塚市の地域自治制度」を担える組織づくりに向けて議決機関は、単位自治会（単位マンション管理組合を含む）から選出した役員をもって構成する。
　①小学校区の広域になると議決の仕組みが大切で「代議員制度」の確立が重要となる。
②単位マンション管理組合は、財産管理が主目的であり、自治会の組織化が必要である。このため「マンション自治会結成の促進」を図る必要がある。（現在１1自治会3管理組合）
(2) 議決機関は「役員会」と称する。
1 会則による「まちづくり協議会」を機能させるには、絵に描いた餅ではなく、如何に組織の簡素 (スリム)化を図るかが重要である。
2 最高議決機関、常任評議会とか評議委員の用語は避け、住民誰でもが分かる一般用語
「役員会」にして総会を含む議決機関としての会議体を一本化した。
3 会議体の議論は、過程（プロセス）が大切であり二重構造の組織は不要である。
➃ 組織の牽制制度は大切であるが、議決機関は執行機関には十分な理解を得られるよう十分な議論を尽くす必要がある。
⑤ 会長、事務局長、活動支援局長は、役員会のメンバーから選任する。
　これは組織の一貫性及び議決と執行のスムーズな協働を図るためである。
(3) 組織の柱
1 組織の柱が議決機関「役員会」及び執行機関の「事務局」と「活動支援局」になった
ことはシンプルで分かりやすく画期的発想である。
2 宝塚市は、「まちづくり基本条例」「市民参加条例」に続き、「宝塚市協働のまちづくり
推進条例が2020年に制定された。民生委員、防犯推進委員、青少年育成市民会議、
など多数の分野別による地域活動を行っている。
この観点から活動支援局のボランティア組織の活動は、自律と参画によるサロン等「活動団体」を如何に支援するかにある。
③ 会則は、住民の個人及び団体の提案権や活動権を基本にしており、ボランティア
活動のより一層の活性化が図られている。ボランティア委員（部会長）は、主体的に
部会を結成させ活動しやすい組織となっている。
(4) 議決に関して話し合いによる合意を基本とするが、全員の合意に至らないときは、全住民の公平性を期すため「議決点数」制度を設ける。（Ｐ―16　別表Ⅱ参照）
(5) 小学校区の地域づくりに大切なことは、「会則」の運用を上手くやることと、広報紙やブログ、ポータルサイト活用による「情報の受・発信」の充実、それに「人材」確保。特に地域リーダーは人望・人格に優れボランティアのみんなが楽しくやれる一語につきる。
以　　上―17－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


[bookmark: _Hlk129966050]参考資料2022年度事業報告
「まちづくり計画」課題解決のための対話シート
1，「防災」について[image: グラフィカル ユーザー インターフェイス, テキスト, アプリケーション  自動的に生成された説明]
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「まちづくり計画」課題解決のための対話シート
2，「安全」について
[image: グラフィカル ユーザー インターフェイス, アプリケーション  自動的に生成された説明]
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参考資料2022年度事業報告
「まちづくり計画」課題解決のための対話シート
3，「防犯」（空き家）について[image: グラフィカル ユーザー インターフェイス, テキスト, アプリケーション  自動的に生成された説明]
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参考資料2022年度事業報告
「まちづくり計画」課題解決のための対話シート
4，「防犯」（防犯カメラ）について[image: グラフィカル ユーザー インターフェイス  中程度の精度で自動的に生成された説明]
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